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'第1表 ,中高 年令 層の 「問題 点」
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第2表 電気産業 における年齢別労働者構成の型 とその推移
1977年10月現 在
ム ピウ ・・ド型
Oち ・うちん型
8ひ ・うたん型
○ 円 断 型
▽ 逆ピラミ・ト型
.合 計
現 在
18(30)
27(45)
6(10)
9(15)
69(100)
5年 後
4(7.1)
20(35.7)
4(7.1)
25(44.6)
3(5。4)
56(IOO)
10年後
2(3の
16(29.6)
3(5.6)
15(27.8)
18(33.3)
54(100)
注① 電 気労 連 「調 査 時報 」mal39,1978年125ページ よ り
数字 は組 合 の実 数 、()内 は%
② 調 査時 期 、197?年IO月
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第3表 「中高年齢層対策」 の実施予 定状況 年 と
組織機構の合理化'・簡素化
役職 ・資格制度の改革
賃金体系 。制度の改善
定年 。退職金制度の改善
退職勧奨 ・希望退職
出向 ・転出}
能力囲発 ・教育制度の充実
管理職の定年制 ・更改制
管理職の補佐 ・待遇職の増設
管理職の昇進 ・昇格の厳選
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第5表 「自由選択定年制」な どについて '(%)
賛 成
なんともい えない
反 対
そ の 他
合 計
定年2回 制に
ついて
27.8(26.3)
38.8(38。2)
32.3(35.5)
1.1(一)
1・OO(100.)
545人く114人)
定年3回 制に
ついて
24.2(17.1)
29.5(30.3)
44.6(50.0)
1.7(2.6)
100(100)
545人(114人)
フレックス定
年 制について
10・5(3・9) .
28.8(27.6)
59.0(67.2)
1.7(1.3)
100(100)・
545人(114人)
注①()内 は45～49歳 、()の 外 は35～55歳
② 生 産 性 労 使 会 議 「企 業 に お け る 中 高 年 層 の 意 識構 造 」調 査 時 期
1977年5月
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会 職 斡 れ 年 老 少 に え い 年 こ にL摘 し
社 民 旋 て 制 の い 一 る 現 年 む'の さ ば
戴纏 鎌 欝
擁 護乞錘 秦難 墾馨 竺 耀 麺
茎繕露量窮鼠製 織 窃羅鹸勇 重書@
1暴露ダ鷺握ll蝋l
l織悪罵 擁 軽 震1輩
Pな や 処 を 導 比'て て 段 別 なLの
、
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第6表 出向 ・転出,勧 奨退職について
(%)
関係会社への出向
・転出
全 面 的 に 賛 成
や む を 得 な い
あま り好ま しくない
な ん ともい えない
そ.の 他.
合 計
6,9
52.9
25.6
12.9,
1.7
100.0
(545人)
退職金を優遇して
退職 ・転出の勧告
3.9
32.8
47.9
1'4.0
1.4
100.0
(545人)
中高年向けの仕事
の別会社化のうえ
での転出
16.3
32.5
44.6
5.5
1.1
100.0
(545人)
注④ 調査対象は35～55歳の男子
② 第5表 と同 じ調査
③ 「労使の焦点 」1977年7月第18～第20より作成
い ⊥ 経 内 高 し と 削 特 た 中 の は な 控 え
す 雇 験 で 年 て ら 減 徴 ん 以 高 田'き 戦 で
る 用 の 得 労 い れ に 的 で 上 年 内 法 職L・'
ll濃霧1
繰欝 糠 雛欝1爆鎧
蕪 蟹軽 軽 轄 黙 鷺 藤1
・ 、
一 経 営 論 集 一一・一一・一・56
第7表 「自分の仕事の将来Jに ついての:'総 蒜
不 安 感 の 中 身. .'た つ な る
・いまの仕事がなくな るのではないか
会 社の縮少 ・倒産
;人員削減のとき中高年層が対象
1新機械や技術につ裕てゆけ恋い
仕事がきつくて体力的についてゆけない
仕事が自分にむいていない
配転などでなれた仕事が続けられない
なんとなく不安
無 記 入
合 ・計
8.2%
6.1
43.5
5.2
6.7
4.7
17.5
7L2'
0.8
1,363人
ら た い よ
さ に と う
な せ は な
い よ い 中
と'え 高
い 相 な'年
う 対 い 労
保,.的 。 働
障 に か 者
は 「 り・の
な 企 に う,
い 業 、『'け。 意 そ と
そ 識 の.め
れ の 抵 方
ば 高 枕'を
注① 電 気 労 連 「調 歯 報 」4・139・・978年・・5ペー ・ ㌍ 罧'
ジより で と さ 平
② 調査時期1977年1D月・調査対象は35歳以上の組 は さ え 不
合具 な れ こ 満
い て み にoい が 転
づ は 本 を 者 た 断 ツ よ 資 こ 老 若 る で 化
け 本 以 に 軸 の め す ト う 本 と を 年 空 き さL人 士 と に 不 に る 「 な に は 一 労 居 た せ
の の の つ 選 安 も た.切 一 と'つ 働 年 に'
も 「 よ て 別 感'め り つ ρ 一 の 者 齢 せ 労
と 自 う 魅 的 を あ に 捨 の て 足 摺 の 層 よ 働
に 由 に 力'ひ る も て 層 は 量 と 供 の'組・ 意 一 的 な き い'Lと ・'の し 給 減 あ 合
中 思 能 な し お は 一 に し か 一 て 減 少 る に
高L力 も く こ 自 走 と て な 搾 一 の は い よ
年 に 本 の ず さ 日 量 も の ら 取 括 傾'は る
齢 よ 位 と し せ の の な 中 ず 原 的 向 全 労 反
労 るLさ 的 な 中 「 い 高 し 料 に が 業 働 抗
働 と を れ に い 高 搾 が 年 も 一'強 内 組 を
者 か 基 て 削 た 年 取 ち 分 有 の か ま ・労 合 ひ
の な 準 い 減 め 期 原 な 働 効 確 つ る 資 に き
削 ど と る し に に 料 労 者 的 保 無 も 関 よ お
婆 敦 墓.轟 戦 書1を鑑 髪 潅 ム 翁 忌 瑳 毒 手
,1氣$≦ 罷9覆 禽 ㌢ 余 滴 鞄 、1、1呆勢1篠
妙 の ・ と 力 若 し 反 る 。 点 排 高 安 顕 性
に 「 あ が 本 年 て 対 ワ 以 か 除 年 定 在 を
進 理 る'位 労 お を ン 上 ら す 労 化 化 も
め 由 い 資L働 く 分 セ の(!る 働 一 し つ
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あ .つ も は 労 す 制 が で らる 中 注 て そ'働 ら が 事 あ
こ れo牽( 2)9Kls響 馨 聾 碧 空 詮 紅
鶴 ・ 擦傷 嘉 磐 捨 筆 奮 饗 禦 ぢ 試 食
1罵'鱗 暴 疑1鱗
毛 大 鞍 霧雪ゆ窺震胱 筋
1垂lll菱辮 鞠l
l'll隷叢1繕l
l妻 達餐1準 羅
1躍1蠣 欝 欝
tE'讐 響 鼻 鰹 讐
1陰 藤 蕪1
轡 ・ 残 毒 媒 体 碧 ・ひ
毬.'経 輪 縮 霞
1藻ll轍
奪 誉貿 馳 鰻鞭
、
一 経 営 論 集 一58
た ま ら い の 齢 い 都 の 六 に 生 と 年 な
そ つ え も う と 著 る 労 層 パ つ 産 で 齢 い 労
の て に 明 例 し の 労 働 で1い 方 あ の 現 働
た'指 ら 面'心 働 局 の セ て 式 り い 実 と
め 中 摘 か も 他 身 能 と 五 ン の の'か 」 仕
に 高 し な あ 面 状 力 に 一 ト 実 機 そ ん の 事
は 年 て よ う'態 を よ ・'態 械 う に も と'労 お う うω持 の か る 四 五 調 工 し か と に
た 働 い にL久 一 な 高 パ ○ 査 業'た か で た
と 著 た'と 筋 定 り 齢1歳 に 六 願 わ は い
え の よ 中'動 の の 者 セ 代 よ 業 い ら'す
ば 労 う 高 下 作 陶 程 調 ン で.れ 種 を ず 労 る'働 な 年 山 を 上 .度 査 ト は ば 二 支'働 生
当 と → 労 房 必 を 保 の を 七'一 え 労 と き
難 纏 欝 留 筆翫 鯵.禽雛 段
籍 謎 嫡 魏 釜裳 嬉 難 萎嵩
警1難霧舗 禁
職 欝辮 叢1縫
欝1髪 鰭1辣雑蒲1
穫 叢蘇簸卿灘1讐1
遜 譲 繍 嚢鏑 談 議f誌l
l蹴1'欝 集雛 総 謙1
年 ・ の 実 た が 不 の 要 所 ○ は と 晶 い う ざ
者 う で 発 つ 要 が 求 と 歳 七 の 種 え 顧 る
の え あ 看 た な'し 東 以 五 関 少 る い を
経 に る か と も 高 て 東 下 ・ 係 量 こ は 得
Q」 、
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第8表 中高年者の能力活用のための望ましい方策
中高年者の経験や能力の組織的活用
中高年者向きの仕事の開発
積極的な教育訓練
中高年者向きの機械 ・設備の改善
配置転換の活発化
そ の 他
合 計
65.3%(53.7%)
14.9(18.7)
7。7(10.7)
6.3(10,2)
5.9(5.6)
0.8(1.1)
100.0%100.0%'
545人265人
注①()内 は現業職35～55歳 労働者
()外 は以上 のほか事務職,技 術 ・研究職 ・営業 ・販売職
35～55歳労働者を も含む
② 出所等は第5表 に同 じ
い れ 技 労 側 つ 高 そ さ 編 術 時 に て 労 教 職
う な 術 働 面 急 落 れ き 成 的 の お く 使 育 や
方 け 的 と が テ 積 と に さ 諸 若 け る 間 訓 能
向 れ 諸 仕'ン が 同 み れ 条 年 るoの 練 力
で ば 条 事 中 ポ 要 峙 て た 件 労 基 一一 合 総 の
の な 件 と 高 で 求 に お ま や 働 幹 九 意 「 組
積 ら'の 年 の し 他 い ま・仕 者 労 五 の 中 織
極 な 作 保 労 一 た 方 た に 事 で 動 ○ う 高 的
的 い 業 障 働 革 「 で よ な の あ 者 年 え 年 活
な し 方 拡 者 新 強 は う つ 遮 り と 代 に む 用
教'法 大 にLめ'に て あ'し 後 行 きJL、
育 労'と み に ら 先 一 い 方 し て 半 わ の 「
訓 俄 作 い ら よ れ 行 加 る'た 中 以 れ 機 中
練 罷 業 う れ る た し 齢 と だ が 心 降 る 械 高
や 力 内 観 な'労 た 目 い ん つ 的 の こ ・,年'の 春 意 い 労 働
コ 能 つ ど 只 な 資 と 設 向中 綜 が
に こ 働 一 局 力 て り.「 役 本 が 備 き
高 合 中 立 と 能 や 度 低 も な 革 割 の'の の
舞 駒 牽 ぞ 妻 券 籠 嚢 王 歪 荏 藝 霞 幕 歪 軽 輩
働 全 労'い 消 手Lは つ'れ な 積 あLの
者 面 働 若o耗 段 の 偏 か 著 た つ 過 た な 開
に 的 者 年 中 ・ 体 も 見 え 年Lて 程 つ ど 発
適 な む 労 高 陳 系 と で な 労 生 き で て がL、
応 維 け 働 年 腐 の で は い 働 産 た'必(「
し 持 に 者 労 化 大 の あ 。 者 行 の 生 要 第 積
た 発 改 む 働 と 規 資 る ま む 程 は 産 と 八 極
職 歴 め け 老 い 模 本 が た き の'行 な 表 的
務 と ら の の う か の'・'に 技 当,程 つ × な
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第9表 中高年めみを対象と・した9kし 楽6
.独帥 糖 に?収.呉 鍵 噸
積極的 に行 っている・
=あ る程度行
っている・・
自主参加の社内研修講座で ・
扱 ってい る
,別 に行 ってい ない.,
そφ他.
合'計'
エ6.1
6.3
73.2
'4
.5
100.O
('112社)注①課1難欝 欝 ㌶1辮
よ燕 嚇 ∵ 響1登継1響ll擁 鋸 鎌ll
l讐灘欝 欝1
縣 雛 芝1糎鞭 麹 照 年
鶴 毒婦 葦鱗 茎軽 譲↓1霧
lll諺羅1燃誌1
者 ン に お で 中 い 技 ン 無 象 化(て 度
に ・ケ す よ い 高 て 稲 掛 欧 と ,を:二 い の
!る な ぞ 教
㌻q奮9,票
擁 ぎ薇
璽無
難 露 寒
61一 一一一一一中高年労働者の雇用 と労働 一
わ そ の 強 .高 策 対 直 明 び る と
1鞍ミ峯難llll議lll軽
ll纏藤諜嚇
選 藝 釜 嫉 蔑 娑 婆 潅 懇 書 発議 タ 撃 茎雲
離1擬製ll綴1簾鱗
1講㌶1
纐ll・1馨避難羅 魏
蠣1籍 繕1.鱗鍛
1鐸議 辮撚 藁
す り'度 ・ 中 方L見 に き す 勢 験
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1灘1熱
熱1擁 灘 雛
纏 鞍 鍔 緊 欝 麗 麗
・「 評 多 法 門 も 理 回 働 に 不 い ・ 別
邸 定 様 で 職 低 職 避 者 つ 足 た 昇 ・ド 」
・ で 行 の い を し'吝 きLよ 進 学
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も う に 管 な
第10表
て辮 中高年対策につい 銭 無 犠
一一応満足 している
あまり満足 していない
全 く不満である
なんともいえない
そ の 他
合 計
16.8%
44.1
18。7
19.8
0.6
100
(545人)
(注)第5表 と同じ 磯 総 あk
切 高 の 支 な 出 功 こ 由 る 心 焚 上 塞 ま を
1鰍錘灘 蕪麹1繋
議謙.懸
鍵1驚羅蕪
、
'口 な 底 職
礁 魏
条語格擁
壁蹴1
と と 峨 零 誓
昇 葎 査 螺
一一 経 営 論 集 一一64
ほ に か 様 的 ら 盛 運 の う 中
注 ど'い に に わ じ 動 よ に 高
一(6>(5)(4)・(3)(2)(・)i全で 鴇 轍 翁 論 巷
醗 磯糠 議 難 奎 穫 編 綴 δ 羅
七 進 労 慢 性 房 振 つ き 一rt1.:.い ほ し 行 に と 表1策
ll議蝦藻 難l
l藤織lll
l鷺
い .れ い 疑 る 極 あ を 合 こ よ』為
65一 中高年労働者の雇用と労働 一
的'組 障 つ 筆 問 さ 的 し 質
に 合 拡 て 者 題 い な か な ご
胃 覇 券k9,読 寒 寒 怨(8)(7)
か に た つ 量 た い を が 明 で 注 注
に と め た な い く も ら ら の ⑤ ⑥
麟鐘羅ll硬
簾1縫縮 皇
義黙 畿 ま醍 鴇
鱒 孟饗 雲霧 繰
麟露鋒編
灘1灘1
残 灘 羅1簿 露'現 馳者 ど で
》 で'る と
季 夏 窟 智 嚢 委 剣 岳 重訂
峯鋸 露盤 羅 矯
ら は 働 蛇 の 一 た た れ 状
も'と 尾 制 中 よ る て な
間 労 の と 約 商 う 多 い り
接 働 保 な と 年 に 面 た 特、0も
